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 1、緒言
 細網内皮系統(RES)は組織球,細網細胞及び細網内皮の3種の細胞より構成され,うち前
 2者は本態的に同一種類の結合織性細胞であり,細網内皮のみが血管内皮由来であるが,共に旺
 盛な貧食能を示すめみならず,種々の刺戟に対応して容易に機能及び形態の変化を来たし,生体
 防衛反応に重要な役割を演ずることが明らかにされている。
 著者はRES研究の一聡として,細網内皮の中で最も代表的な肝Kupffer氏星細胞の起源
 及び機能の理解を酵素組織化学的な面より求めんと志した。
 2、実験材料ならびに爽験方法
 (1}使用動物;dd/七系マウス約2DO匹,偶実験の構成;(a)肝及び他臓器組織網内系細胞
 の比較,(b)加令的変化,(c)部分的肝切除,(d)脾摘,(9)貧食(PVP,Tryp融blue,Li七h-
 10ncarmine投一与,その他)(f)感作(TyphoエdV旦CGiコe投与)(3)染色法;動物を
 断頭屠殺後,肝小片を採取,Cryo8七αt切片とし,以下の各種染色を行った。H-E,PAS,
 OilredO,Sudanb!ackB(S・B・B・),aoidpbosphataεe(AGPase),
 alkalinephospha七ase(ALPase),ATPa8a・5-rlucleo七idase(5!一
 Na8e),es七erase,cathepsiuO,1euci皿ea.minopeptidase(1、APase),
 DPN-andTPNdlaphorase(DPND,TPND),ILactic,glut旦mic,G6Pand
 3u。cinicdehydr。genasG(1、DH,αDH}G6PDH,SDH)ジ。yt。chr。m^。xi-
 dase(cy噛,ox,),その他,
 5、実験成績の総括と考按
 (1)ALPaSe活性は,正常時皮下組織球及び脾の網綱細胞に認められないが,肝類洞内皮
 には中心帯に通常認められる。又Lithioncamine貧食時,前2・者に陰性で後者に陽性
 の細胞がある。これらの事実はALPaseが全身的に血管系に分布することと考え合せ,RES
 の中で結合織性細胞と内皮由来の細胞とを区別する一要素になると考えられる。
 (21es七erase,DPND,TPND,弄DH,〔}bH・G6PDH,SDH,Gyt・ox活性は類洞内皮
 にほぼ一様に認められこれらによって星細胞を類洞内皮より区別出来ない。又AOPase,5'一
軸
2 ・り乙』
 Nase,ATP&se活性は陰性に近いものから強陽性のもの迄不規則に分布するが,それら活性
 の連続的な移行を追うことが出来る◎以上〔恥喝の事実は星細胞が類洞内皮に由来する'ことを示
 すものと思われる。よって以下類洞内皮細胞,星細胞を含め類洞壁細胞と仮称する。
 (3)種々の刺戟(PVP,T,V,脾摘など,)により,又生長に伴い,大型,遮り状化を示すもの
 の増多するにつれて,類洞壁細胞のAOPase,A田Pase,51-Na.se,es七efa葺e,ca.th一'
 ePslsG,1・Apaβe活性は次第に増強する。また脾摘・長期のpvp及びTry・Pδnblu・
 投与後,類洞内に類洞壁細胞の変態によると思われる類上皮肉芽腫様構造がみられるが,これに'
 AOPα8e,ATPase,51Na8e,e8terase,oa七hepsi呂。,LAPase,TPND,(}6-
 PDH活性の著明な増加が(PAS陽性,S,B,B・可染性物質の増加とならんで)みられた。
 これらの事実は細網内皮が,'種々の刺戟に対し}各種酵素活性の上昇で示される細胞機能の増強,
 更には細胞形態の変化をもつて対応することを示すものと思われる。この種の変化は組織球乃至
 細網細胞にも同様に認められることから,起源を異にする細網内皮と組織球』乃至は細網細胞とが
 細能的に同一の性格を示す知見として興味深い。
 (4)貪食に伴う現象として,rAS陽性物質の増価及ぴAOPaseなどの1ysosome系酵素の増'
 加が知られている。しかるに著者の実験に於いて,Trypanblu臼を大量に貧食した類洞壁
 細胞ではPAS陽性,Cat並eps土nC顕著陽性,AOPase活性はほとんど陰性に近いか
 又は非常に弱かった。またPVP貧食の際には,これと全ぐ逆の関係が見られた。更に,部分的
 肝切除後,それら細胞には著明なPAS陽性所見が認められたのに対しACPase,oaもhep-
 3in〔不活性はともに不変であった。これらの所見掠工ySO80meにあるこれら酵素の活性
 化機構の外到紹勿質依存性,更にエysoεomeの異質性を示唆する。
 (5)類洞壁細胞は,脾の細網細胞と共に全身の網内系細胞の中で最も高いACPase活性をしめし
 た。このことは前述13)のACpase活性の上昇及び(4)の外来性物質によるACPaseの活性化量
 更には異物投与時著明な貧食能を示すこととならんで,これら細胞が他臓器組織所属網内系細胞
 に比し,健常持すでにかなりの被刺戟状態にあ・ることを物語るものと思われる。
 4、結 論
 各種実験条件下,マウスの肝類洞内皮に関する酵素組織化学的検索の結果次の結論を得た。
 (1)肝星細胞と類洞内皮細胞とは,形態上の相違を示すものの,由来を一にする同一種の細胞と見
 做すべきである。これらのことから星細胞を含む類洞内皮をすべて細網内皮と呼称し,とれを
 RESに包括理解するのか妥当と考えられる。偶肝細網内皮はその形態の変化に対応し,種々酵
 素活性の増強を溺一。この所見は組織球乃至細網細胞との同一性格を示唆するものである。而し
 て肝星細胞はRESの中で高度の機能状態の発現の形態学的表現と考えられる。
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 審査結果の要旨
 本論文は,未だ異論の絶えないKUpffer星細胞の起源及び同細胞を含む類洞壁細包の機能及
 び帰属の解明のため,種々の処置を施したマウスの肝を酵素組織化学的に処理,観察したものであ
 る。その成績の概要は次の通りである。(1)正常時類洞壁細胞は強いaoidpho3pbatase
 (Aσpa8e),ATPase,5-nucleoもid&8e(5'Nase)名舌1生によって特徴づけられ
 ている。(2)至れらは陰性から強陽性迄の種々段階のACPase活性を示し,しかも不規1{llに分
 布するが,七れら活性の連続的な移行を追うことが出来る。(5)墨粒,リチオン刀ルミン(L、e,)
 トリパンブルー(Tr.B.)貪食鍵験1て諭いても,類洞壁細胞は種々程度の食食像を示ζし,しか
 も不規則に分布するが,貪食程度に移行を追うことが出来る。(4)L.G、貪食細胞の貪食昂と
 ムCPase活性の間に必ずしも併行関係は見出せない。(5)ηri令と共にACpase.ATPasG.
 5'1∬ase活性の増鴨が見られる。㈲部分的肝切除后短時間で,肝細胞の脂肪化と共に,類洞壁
 細胞にPAS陽性物慎の増卯,AGPa.seの活t生低下,著明なalkαlinephospbatase
 活性の増加,墨焼貪食能の低下などが見られる。(7)踊脾肝にみられる所謂Milzge▽1ebeの噌
 育の前段階として,類洞内に肉芽臓様講造が見られ,ぞれにPAS陽性1勿質,ACPase,
 catbepsine,ATpase,5一Nase,36PDH,TPN『diaphorase活性など
 の増多を認める。㈲PVP貧餅糊包ではへePase活性が強く,P農S陽性物質に乏しく,
 G瓠hepsinG活性が低いのにTr.B.黄燐田胞では全く逆の態度を示す。
 以一ヒの成薪から著者は星細胞力類洞内皮に由来レその機能亢進の究極像と考えられる⊂と,マ
 ウス肝類洞内皮は星細腕と共に,他臓器絹織の絹内系細胞と同様の酵素配列を示すこと,及び種々
 の処置で同様の変動を示すことを明らかにしたものである。
 よって本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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